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市民の宝 輝く瞳

　青く澄んだ秋空の下、自然豊かな山北地区の中
継集落で記念植樹が行われました。
　時代を超えて子や孫の代まで残せる財産として、
子どもたちが自らの手で600本もの杉の苗木を植
樹してくれました。泥にまみれた手と真剣な眼差
しからは、森林を守り育てることの大切さを感じ
とってくれたようです。
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一
般
会
計
決
算
審
査

・
地
方
交
付
税

	

地
方
交
付
税
に
関
し
て
は
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
特
例
措
置
の

縮
減
に
よ
り
、
毎
年
約
２
億
円
の

減
額
に
な
る
と
説
明
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
決
算
を
見
る
と
減
額
が

少
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
傾
向
は

今
後
も
続
き
ま
す
か
。

	

合
併
に
よ
る
特
例
措
置
の
縮

減
に
よ
る
影
響
は
確
実
に
受
け
て

い
ま
す
が
、
増
額
と
な
っ
て
い
る

要
因
も
あ
り
、
大
幅
な
減
額
に
は

歳
　
　
入

問問答

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

過
疎
債
等
の
活
用
に
よ
る
公
債

費
の
影
響
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
ま
せ
ん
。

・
使
用
料
及
び
手
数
料

	

住
宅
使
用
料
で
不
納
欠
損
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
理
由
で
す
か
。

	

市
税
等
の
よ
う
に
５
年
で
不

納
欠
損
に
で
き
な
い
た
め
で
す
。

な
お
、
不
納
欠
損
手
続
き
は
、
住

宅
使
用
料
の
滞
納
者
か
ら
時
効
の

援
用
と
い
う
申
請
の
後
に
聞
き
取

り
を
行
い
ま
す
が
、
今
後
の
徴
収

問問答

が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
理

由
書
を
付
し
て
市
長
決
裁
を
受
け

た
後
、
不
納
欠
損
と
な
り
ま
す
。

・
県
支
出
金

	

総
合
防
災
訓
練
事
業
費
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
津
波

を
想
定
し
た
大
規
模
な
防
災
訓
練

が
中
止
と
な
っ
た
た
め
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
県
と
の

連
携
に
よ
る
同
等
規
模
の
訓
練
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

問問

	

令
和
元
年
度
は
、
前
年
度
よ

り
少
し
規
模
を
小
さ
く
し
て
津
波

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
計
画
し

ま
し
た
が
、
震
災
が
あ
っ
た
た
め

内
容
を
練
り
直
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
は
機
会
が
あ
れ
ば
合
同

で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明

が
必
要
と
の
意
見
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
交
付
金
の
使
途
は
。

	

長
い
間
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

制
度
上
は
年
々
緩
和
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
交
付
金
は
、
保
育
園
の
運

営
費
に
充
て
て
い
ま
す
が
、
別
途

二
子
島
森
林
公
園
の
改
修
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

	

農
地
集
積
・
集
約
化
促
進
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

度
の
村
上
市
の
状
況
は
。

	
平
場
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度

進
ん
で
い
ま
す
が
、
中
山
間
地
に

答問問答問問答

つ
い
て
は
、
担
い
手
不
足
等
々
も

あ
り
、
集
積
が
あ
ま
り
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
特
に
山
北
地
区
と
上
海

府
地
区
に
つ
い
て
は
、
集
積
率
が

他
の
地
区
と
比
べ
て
若
干
落
ち
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

・
寄
附
金

	

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

が
好
調
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１

６
４
０
８
件
の
寄
附
が
あ
る
う
ち
、

全
国
の
納
税
リ
ピ
ー
タ
ー
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

	

前
年
度
寄
附
し
た
方
で
平
成

30
年
度
も
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た

方
は
約
20
％
で
す
。
寄
附
を
い
た

だ
い
た
方
に
は
お
礼
の
手
紙
と
合

わ
せ
て
、
今
年
度
の
寄
附
に
つ
い

て
の
ご
案
内
な
ど
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

・
総
務
費

問問答

歳
　
　
出

3030
年
度
一
般
会
計
決
算

年
度
一
般
会
計
決
算

実
質
収
支
９
億
円
の
黒
字 

効
果
は

　
歳
入
約
３
７
２
億
円
、
歳
出
約
３
６
２
億
円
と
な
っ
た
平
成
30

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
。
今
年
度
も
議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
さ
れ
る
「
一
般
会
計
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
に

付
託
さ
れ
、
総
務
文
教
・
市
民
厚
生
・
経
済
建
設
の
各
分
科
会
で

慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
間
で
行
わ
れ
た
質
疑
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

（
特
別
会
計
決
算
の
審
査
内
容
は
、
12
～
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

９月１日に行われた市防災訓練の様子（今川）
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一
般
会
計
決
算
審
査

	

防
犯
対
策
経
費
に
お
け
る
、

防
犯
灯
の
現
在
の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
率
は
。

	
市
内
に
あ
る
９
千
余
り
の
防

犯
灯
の
う
ち
２
７
１
５
灯
が
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
さ
れ
て
お
り
、
設
置
率
は
22

・
９
％
で
す
。

問問答

り
、
今
後
も
予
算
確
保
に
努
め
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

	

空
き
家
等
対
策
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
今
後

の
取
り
組
み
は
。

	

所
有
者
・
管
理
者
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
、

指
導
・
要
請
等
を
積
極
的
に
行
い
、

周
り
に
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
管

理
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
た

だ
し
、
所
有
者
や
相
続
者
が
い
な

い
建
物
も
徐
々
に
出
て
き
て
お
り
、

関
係
機
関
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
今
の
と
こ
ろ

行
政
代
執
行
を
行
う
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・
商
工
費

	

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
支
援
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
新
潟
空
港
か

ら
瀬
波
温
泉
ま
で
の
運
行
費
支
援

４
５
１
万
円
の
実
績
は
。

	

実
車
数
で
83
台
、
空
車
数
で

２
７
８
台
、
人
数
で
１
３
９
人
で

す
。
県
が
２
分
の
１
負
担
し
、
新

潟
空
港
の
利
用
促
進
も
兼
ね
て
い

て
、
大
阪
か
ら
の
便
に
対
し
て
タ

ク
シ
ー
を
待
機
さ
せ
、
乗
車
客
を

待
つ
も
の
で
す
。
空
便
と
な
っ
て

も
待
機
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

問問答問問答

・
消
防
費

	

緊
急
時
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
発

着
に
必
要
と
な
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

管
理
は
行
き
届
い
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

	

一
部
、
消
防
で
直
接
管
理
し

て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
管
理
者
が
適

切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
緊
急
の

場
合
で
も
確
実
に
使
用
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
注
意
し
て
点
検
し
て

い
き
ま
す
。

問問答

の
単
独
で
実
施
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
令
和
元
年
度
は
県

に
も
追
加
の
申
請
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

	

外
部
指
導
者
は
部
活
動
の
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
人
材
確

保
が
困
難
な
上
に
報
酬
が
少
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
状
は
。

	

現
状
と
し
て
、
外
部
指
導
者

問問答

の
方
々
に
は
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
お
り
、
少
な
い
報
酬
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
状
態
で
指
導
に
当
た
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

資
格
を
と
ら
な
け
れ
ば
審
判
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
今
後
待
遇
に
つ
い
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

・
教
育
費

	

ス
キ
ー
体
験
拡
大
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
は
、
昨
年
の
実
績
が
２
校

で
す
が
、
県
か
ら
の
補
助
制
限
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

	

事
業
は
３
年
間
に
限
ら
れ
た

補
助
事
業
と
な
り
、
補
助
対
象
外

問問答

	

市
内
全
域
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
あ

た
っ
て
ど
の
程
度
の
期
間
を
み
て

い
ま
す
か
。

	

当
初
、
平
成
28
年
度
か
ら
10

年
計
画
で
年
間
８
０
０
灯
設
置
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
防
犯
対

策
経
費
の
減
額
も
あ
り
、
今
年
度

の
予
算
ベ
ー
ス
だ
と
さ
ら
に
約
10

年
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

	

電
気
料
も
下
が
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効
果
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

	

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
明
る
さ
が

変
わ
り
、
寿
命
も
延
び
る
こ
と
、

器
具
自
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
も
あ

問問答問問答

過去３年間の一般会計の決算額推移
※金額は100万円未満四捨五入で記載しています。

320
億円

340
億円

360
億円

380
億円

平成29年度
基金
� 83億4800万円
市債
�318億7100万円

351億
5400万円 344億

5600万円

平成28年度
基金
� 88億300万円
市債
�319億3200万円

340億
4000万円

327億
6600万円

平成30年度
基金
� 70億2800万円
市債
�335億8400万円

372億
2100万円

362億
100万円

LED化された防犯灯

ドクターヘリ（山北多目的グラウンド）

歳 入
歳 出

基
金
・
市
債

歳
入
・
歳
出
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一　
般　
質　
問 

⑴

　９月５日・６日・７日・10日の４日間の日程で行われ
た一般質問に13人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順に掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載して
います。

市政を問う市政を問う!!!! 13人が
一般質問

※	紙面の都合で質疑内容の一部を掲載しています。詳しくは、中央図書
館に備え付けの会議録や、市ホームページから本会議の録画中継をご
覧ください。

髙田　晃議員

１．今後の行政運営について
２．子どもたちの良好な育成・教
育環境について

1 5ペ
ー
ジ

河村幸雄議員

１．村上市スケートパークの幅広
い展開での利用について	

２．	「鮭のまち・村上」をどう守り、
継承していくかについて

4 6ペ
ー
ジ

平山　耕議員

１．新潟北部沖洋上風力発電事業
について

２．米政策の改革に伴う諸問題に
ついて

7 8ペ
ー
ジ

嵩岡輝夫議員

１．山形県沖を震源とする地震の被
災者の生活再建支援について

２．村上市の再生可能エネルギー
政策について

３．市政および地方自治に関する
基本的なお考えについて

2 5ペ
ー
ジ

山田　勉議員

１．荒川総合体育館の耐震改修お
よびリニューアル工事の今後
の方針等について

２．山形県沖を震源とする地震に
よる被害への対応について	

３．特別養護老人ホームの利用に
ついて

5 7ペ
ー
ジ

長谷川孝議員

１．本市の財政状況について	
２．災害避難時における地域の課
題について

8 8ペ
ー
ジ

鈴木好彦議員

１．保育環境について	
２．第２次村上市総合計画について

3 6ペ
ー
ジ

竹内喜代嗣議員

１．国民健康保険税について	
２．農業再生と食品の安全について

6 7ペ
ー
ジ

小杉和也議員

１．スポーツ施設整備計画の方向
性について	

２．バリアフリーとまちづくりに
ついて	

３．教育改革への対応とコミュニ
ティスクールについて	

４．市役所周辺整備について

9 9ペ
ー
ジ

鈴木一之議員

１．防災意識について	
２．障がい福祉を巡る課題について

10 9ペ
ー
ジ

小杉武仁議員

１．少子化への対応と充実した子
育て支援の必要性について	

２．不法投棄防止対策について
３．ヘルプマークとヘルプカード
の普及啓発の必要性について

11 10ページ

稲葉久美子議員

１．山形県沖を震源とする地震被害
への対応と復旧状況について

２．３歳未満児の年度途中の保育
園入園と保育料について	

３．介護サービスの利用料と認定
基準について	

４．指定管理者制度について

12 10ページ

鈴木いせ子議員

１．新村上総合病院建設の進捗に
ついて

２．集落要望の取りまとめについて

13 11ページ

クリック!!

村上市議会 議会中継
https://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/gikai-chukei.html
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一　
般　
質　
問　
⑵

村上市でもＲＰＡの導入を村上市でもＲＰＡの導入を

	

人
口
減
少
が
進
む
中
、
事

務
事
業
の
能
率
化
や
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
単
純
作
業
や
定
型

作
業
を
機
械
で
行
う
Ｒ
Ｐ
Ａ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
（
総
務
省

の
革
新
的
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理

技
術
導
入
事
業
）
を
本
市
で
も

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

	

新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
記
事
を
見
て
、
有
効
な
手

段
だ
と
思
っ
た
。
市
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
会
社
か
ら
も
提
案
を
受

け
て
お
り
、
早
々
に
先
進
地
へ

出
向
く
こ
と
を
指
示
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

	

昨
年
、
総
務
省
の
事
業
採

択
を
得
て
、
９
月
か
ら
11
月
の

間
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
実
証
実
験
を
行
っ

た
長
岡
市
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
課
の
資
料
で
は
、
成
人
の

各
種
検
診
業
務
や
入
園
申
し
込

み
作
業
、
納
税
通
知
な
ど
、
６

問問答問問

課
25
業
務
で
、
年
間
２
０
２
８
時
間
の
業

務
削
減
効
果
が
あ
っ
た
（
63
％
削
減
）。

煩
雑
な
作
業
な
ど
、
人
で
な
く
と
も
で
き

る
作
業
は
機
械
に
任
せ
、
人
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
例
え
ば
保
健

師
で
あ
れ
ば
保
健
相
談
と
か
に
費
や
す
時

間
を
確
保
で
き
る
と
思
う
の
で
、
村
上
市

で
も
研
究
し
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

	

こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
技
術
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
当
然
だ
と
思
っ
て

い
る
。
横
浜
市
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る

事
例
を
参
考
に
、
本
市
で
も
活
用
で
き
な

い
か
各
課
に
指
示
し
て
い
る
。
今
回
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
技
術
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
し
っ

か
り
と
研
究
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

	

被
災
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

	

９
月
３
日
現
在
で
42
件
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
る
。

	

３
０
０
件
の
目
標
で
わ
ず
か
42
件
の

申
し
込
み
は
、
政
策
と
し
て
間
違
っ
て
い

た
と
思
う
。

　
利
用
を
屋
根
瓦
に
限
定
し
た
こ
と
、
補

助
率
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
と
同
じ
20
％
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
災

害
時
の
復
旧
、
修
繕
工
事
を
「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
」
と
し
た
こ
と
は
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

問問答問問

　
屋
根
瓦
以
外
の
、
内
装
、
外
装
、
そ
の

他
の
修
繕
に
使
え
る
補
助
金
を
早
急
に
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
補
助
率
、
金
額

を
増
額
す
る
な
ど
被
災
者
が
使
い
や
す
い

内
容
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

	

国
、
県
と
の
話
し
合
い
も
終
わ
っ
た

の
で
早
急
に
行
う
。
外
壁
お
よ
び
基
礎
を

補
助
対
象
工
事
に
加
え
る
こ
と
、
補
助
の

上
限
、
下
限
も
変
更
し
、
補
助
率
も
30
％

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

	

村
上
・
胎
内
沖
に
洋
上
風
力
発
電
計

画
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
村
上
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

	

新
潟
県
の
洋
上
風
力
発
電
導
入
研
究

会
に
村
上
市
も
参
画
し
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
現
在
、
村

上
市
が
特
定
の
事
業
に
関
与
す
る
こ
と
は

な
い
。

	

地
方
自
治
法
第
１
１
７
条
（
議
長
、

議
員
の
除
斥
）
は
ご
存
知
か
。

	

条
文
ま
で
は
知
ら
な
い
。

答問問答問問答

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
は

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
は

髙田　晃 議員

嵩岡　輝夫 議員

屋根瓦と外壁の被災状況（府屋）

パソコン業務が多い市役所
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⑶

オールシーズンの屋内最大施設
「村上市スケートパーク」

保育士の経験者枠や計画的採用に取り組むも、
依然厳しい状況にある

鈴木　好彦 議員

河村　幸雄 議員

	

村
上
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

の
幅
広
い
展
開
で
の
利
用
に
つ

い
て
、
施
設
の
利
用
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

	

オ
ー
プ
ン
か
ら
８
月
末
日

ま
で
の
施
設
利
用
者
数
は
、
延

べ
７
３
６
３
人
。
内
訳
は
、
ア

リ
ー
ナ
が
３
３
８
１
人
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
が
１
１
０

１
人
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
２
６

４
３
人
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

が
２
３
８
人
で
あ
る
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
施
設
の

強
み
で
あ
る
国
内
最
大
規
模
の

屋
内
施
設
で
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

利
用
、
冬
期
間
も
大
勢
の
方
々

に
利
用
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

	

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
へ
の

取
り
組
み
状
況
と
、
広
告
収
入

に
よ
る
維
持
管
理
経
費
削
減
の

見
通
し
、普
及
活
動
の
状
況
は
。

	

施
設
の
維
持
管
理
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
募

問問答問問答

保
育
士
確
保
に
緊
急
措
置

保
育
士
確
保
に
緊
急
措
置

	
混
合
保
育
解
消
の
達
成
度
は
。

	
３
歳
以
上
児
は
、
集
団
で
活
動
す
る

楽
し
さ
や
共
通
の
目
的
が
達
成
で
き
た
喜

び
を
得
る
こ
と
が
大
切
な
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
入
園
児
童
数
が
減
少
し
た
塩
野

町
保
育
園
を
猿
沢
保
育
園
に
、
三
面
保
育

園
を
舘
腰
保
育
園
に
統
合
し
た
ほ
か
、
山

北
地
区
保
育
園
の
２
園
を
１
園
に
統
合
し
、

混
合
保
育
の
解
消
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
保
育
の
到
達
度
に
つ
い
て
は
、

３
歳
未
満
児
は
月
齢
に
よ
る
個
人
差
が
大

き
い
た
め
個
々
の
目
標
を
設
定
し
、
３
歳

以
上
児
は
、
学
齢
に
応
じ
た
「
成
長
発
達

記
録
」
を
作
成
し
、
児
童
の
成
長
発
達
度

問問答

合
い
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　

日
々
の
保
育
活
動
で
は
、
園
児
一
人
一

人
に
目
を
配
り
、
成
長
と
発
達
を
促
す
支

援
を
行
い
、
到
達
で
き
な
か
っ
た
項
目
は

次
年
度
に
引
き
継
ぎ
、
継
続
し
て
支
援
、

指
導
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

	

保
育
士
の
未
配
置
の
状
況
と
、
不
足

す
る
保
育
士
数
は
。

	

国
の
基
準
に
お
け
る
保
育
士
の
未
配

置
の
状
況
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
保

育
士
が
確
保
で
き
ず
に
、
希
望
す
る
保
育

園
に
入
園
で
き
な
い
児
童
は
９
人
お
り
、

こ
の
保
育
需
要
を
満
た
す
た
め
に
は
７
人

の
保
育
士
が
必
要
と
な
る
。

　

保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
緊
急
措

置
と
し
て
８
月
に
労
働
者
派
遣
会
社
と
契

約
し
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
た
が
、
現

在
採
用
に
至
っ
た
の
は
１
人
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
正
規
率
お
よ
び
有
資
格
者
率

の
向
上
を
図
り
、
安
心
安
全
な
保
育
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問答

集
要
項
等
の
整
備
と
と
も
に
掲
示
す
る
看

板
等
の
仕
様
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
普
及
活
動
と
し
て
は
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
体
育
施
設
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
中
で
あ
る
。

	

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
強
化
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
発
掘
・
育
成
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
合
宿
誘
致
、
学
生

な
ど
の
合
宿
利
用
へ
の
働
き
か
け
は
。

	

育
成
・
強
化
・
発
掘
へ
と
５
月
か
ら

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
普
及
事
業
と
し
て
週
１

回
、
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

合
宿
誘
致
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
関
係
団
体
へ
の
招
致
を
働
き
か
け
、
６

月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
代
表
合
宿
で
利
用
い
た
だ
い
た
。

問問答

地域活性化・交流人口拡大を地域活性化・交流人口拡大を
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⑷

一日も早く給食再開を一日も早く給食再開を

	

荒
川
総
合
体
育
館
の
耐
震

改
修
お
よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
の
今
後
の
方
針
等
は
。

	

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全

体
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
荒
川
総

合
体
育
館
に
つ
い
て
も
本
市
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
在
り
方
と
し
て

整
備
方
法
や
時
期
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

	

山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
に
よ
る
被
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
山
北
総
合
体
育
館
と

山
北
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

復
旧
予
定
は
。

	

山
北
総
合
体
育
館
の
フ
ロ

ア
は
、
12
月
下
旬
の
利
用
再
開

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
山
北
学
校
給
食
共
同

調
理
場
は
、
復
旧
に
向
け
て
工

事
を
行
っ
て
お
り
、
工
事
終
了

後
、
調
理
器
具
の
点
検
、
消
毒

を
実
施
し
、
10
月
末
ま
で
に
給

問問答問問答

食
を
再
開
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
は
復
旧
ま
で
の
間
、
給
食
の

提
供
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

一
日
も
早
く
給
食
が
再
開
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

	

中
学
生
、
高
校
生
が
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
市
内
各
施
設
で
職
場
体
験

を
行
っ
て
い
る
が
、
介
護
人
材
の
確
保
・

育
成
の
観
点
か
ら
、
介
護
施
設
へ
の
職
場

体
験
を
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

	

市
内
中
学
校
で
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
職
場
体

験
を
実
施
し
て
お
り
、
将
来
の
進
路
や
生

き
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。
介

護
人
材
の
確
保
に
期
待
で
き
、
若
者
の
市

内
定
着
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問問答

	

村
上
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

例
と
し
て
、
夫
婦
40
歳
で
所
得
２
０
０
万

円
、
子
ど
も
４
人
の
家
族
の
場
合
は
38
万

３
３
０
０
円
の
国
保
年
税
額
と
な
る
。
所

得
の
19
％
を
国
保
税
で
支
払
い
、
さ
ら
に

国
民
年
金
の
支
払
い
も
あ
る
。
こ
れ
で
は

子
育
て
が
困
難
な
状
況
と
言
え
る
の
で
は
。

	

子
育
て
世
代
に
対
し
て
、
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
や
子
ど
も
が

３
人
以
上
い
る
世
帯
の
保
育
料
軽
減
制
度

な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

	
佐
渡
市
の
よ
う
に
、
国
保
加
入
者
の

多
子
世
帯
に
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、
３

問問答問問

人
目
か
ら
は
均
等
割
を
負
担
な
し
と
し
て

実
施
で
き
な
い
か
。

	

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
は
な

い
方
策
を
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
指

示
を
し
て
い
る
。

	

一
部
の
輸
入
小
麦
製
品
か
ら
除
草
剤

成
分
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
る
。
学
校
給
食
パ
ン
の

製
造
原
料
を
、
国
産
小
麦
や
米
粉
パ
ン
に

換
え
る
考
え
は
な
い
か
。	

	

引
き
続
き
新
潟
県
学
校
給
食
会
を
通

し
た
小
麦
粉
の
使
用
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
ネ

オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
を
一
斉
防
除

で
使
わ
な
い
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は
。

	

村
上
市
病
害
虫
防
除
協
議
会
で
は
、

一
斉
防
除
は
重
要
な
管
理
と
認
識
し
て
お

り
、
国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
の
不
使
用
で
差
別
化

す
る
こ
と
が
産
地
づ
く
り
に
直
接
つ
な
が

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答問問答問問答

減
農
薬
で
産
地
づ
く
り
を

減
農
薬
で
産
地
づ
く
り
を

山田　勉 議員

竹内喜代嗣 議員

５割減農薬のほ場

被害を受けた山北学校給食共同調理場
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村上市が公表している財政状況資料集

胎内市で稼働している風力発電

平山　耕 議員

長谷川　孝 議員

	

合
併
当
時
の
平
成
20
年
度

決
算
に
お
い
て
17
・
４
％
で
あ

っ
た
実
質
公
債
費
比
率
が
、
平

成
30
年
度
で
は
12
・
９
％
と
改

善
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
要

因
を
伺
う
。

	

合
併
後
、
起
債
の
借
入
額

を
償
還
額
以
内
に
抑
え
て
き
た

こ
と
、
過
疎
債
を
は
じ
め
と
す

る
交
付
税
算
入
率
の
高
い
起
債

の
活
用
に
努
め
て
き
た
か
ら
と

考
え
る
。

	

県
財
政
の
危
機
感
か
ら
、

今
後
本
市
へ
の
補
助
金
な
ど
へ

の
影
響
は
な
い
か
。

	

こ
の
度
の
県
に
お
け
る
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
市
の
事
業
実
施
へ
の
大
き
な

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、注
視
し
て
対
応
し
て
い
く
。

	

来
年
４
月
か
ら
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
よ
り
、

問問答問問答問問

洋
上
風
力
発
電
導
入
の
動
き
は

洋
上
風
力
発
電
導
入
の
動
き
は

	
大
成
建
設
と
本
間
組
は
、
村
上
市
お

よ
び
胎
内
市
の
沿
岸
・
沖
合
で
、（
仮
称
）

新
潟
北
部
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。
令
和
10
年
度
の
営
業
運
転
を

目
指
し
て
お
り
、
発
電
出
力
５
千
～
１
万

ｋ
ｗ
級
を
50
～
１
０
０
基
設
置
す
る
予
定

で
、
６
月
に
は
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ

き
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
を
環
境
大
臣
に

送
付
し
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
発
表
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま

で
に
説
明
会
等
の
働
き
か
け
や
胎
内
市
と

の
協
議
は
さ
れ
た
か
。

	

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
再
エ
ネ
海

問問答

域
利
用
法
に
よ
り
、
今
後
は
国
が
促
進
区

域
の
指
定
や
公
募
を
行
う
が
、
指
定
や
公

募
以
前
の
現
時
点
に
お
い
て
、
事
業
者
か

ら
計
画
内
容
に
つ
い
て
本
市
へ
説
明
会
等

の
働
き
か
け
は
な
い
。

	

米
政
策
の
改
革
に
伴
う
問
題
点
は
。

	

生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
平
成
30
年

度
か
ら
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
村
上
市
農
業
再
生
協
議
会
に
お
い

て
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
、
農
業
共

済
組
合
、
土
地
改
良
区
、
生
産
者
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
情
報
の
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、岩
船
米
の
基
本
戦
略
を
定
め
、

主
食
用
米
の
生
産
数
量
目
安
を
提
示
し
、

「
売
れ
る
米
づ
く
り
か
ら
売
る
米
づ
く
り
」

へ
の
転
換
を
行
い
、
生
産
者
の
所
得
確
保

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
一
般
農
家
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
か
ら
の
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
、
産
地
交

付
金
に
よ
る
支
援
を
周
知
し
て
い
く
。

問問答

そ
の
手
当
な
ど
に
よ
る
本
市
の
財
政
負
担

は
ど
の
く
ら
い
か
。

	

こ
の
制
度
は
、
非
常
勤
職
員
の
適
正

な
任
用
と
勤
務
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
、
月
給
や
通

勤
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
新
た
に
期

末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

　

導
入
に
よ
る
本
市
の
財
政
負
担
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
実
施
さ
れ

る
見
込
み
だ
が
、
現
在
、
業
務
量
に
応
じ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
影
響
額

に
つ
い
て
は
算
出
し
て
い
な
い
。

　

限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
計
画
的
な
任
用
を
進
め

る
。 答

本市の財政状況は健全か本市の財政状況は健全か
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せなみ巡回バスを低床にせなみ巡回バスを低床に

	

村
上
総
合
病
院
の
開
院
を

来
年
度
に
控
え
、
通
院
方
法
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
な
整
備
方
法
を
考
え
て

い
る
か
。

	

岩
船
、
神
林
、
朝
日
、
山

北
方
面
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
病
院
を
経
由
し
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
て
い
る
。

	

村
上
地
域
を
走
っ
て
い
る

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
は
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
（
低
床
バ
ス
）
に

移
行
し
て
か
ら
車
イ
ス
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
で
も
利
用
で
き
る
と
評

判
が
良
い
。
ま
た
、
高
速
の
り

あ
い
タ
ク
シ
ー
も
病
院
玄
関
に

横
付
け
し
て
く
れ
る
と
評
判
が

良
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点

か
ら
も
せ
な
み
巡
回
バ
ス
を
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
に
変
え
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
的
な
運
行
を
行
い
、

新
村
上
総
合
病
院
の
玄
関
に
横

付
け
し
て
は
ど
う
か
。

問問答問問

	

公
共
交
通
の
バ
ス
は
、
順
次
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
基
本
的
な
考
え
だ
が
、検
証
を
行
い
、

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
法

を
選
択
し
て
い
き
た
い
。

	

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
外

国
語
教
育
や
大
学
受
験
も
変
わ
る
中
、
英

検
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
す
と
思
う
。
中

学
２
、
３
年
生
の
４
級
以
上
の
英
検
受
験

率
は
70
％
と
高
い
目
標
を
立
て
て
い
る
の

で
、
現
在
の
４
級
以
上
の
検
定
料
補
助
だ

け
で
な
く
、
５
級
の
検
定
料
補
助
も
行
っ

た
ら
ど
う
か
。

	
中
学
１
年
生
の
５
級
受
験
者
が
多
い

の
で
、
英
語
の
学
力
向
上
も
踏
ま
え
て
、

５
級
の
検
定
料
補
助
も
前
向
き
に
検
討
す

る
。 答問問答

	

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
村
上
市
防

災
訓
練
を
踏
ま
え
、
本
市
の
防
災
施
策
に

関
す
る
今
後
の
課
題
や
対
応
は
。

	

本
市
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
合

併
以
降
、
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
主

に
メ
ー
ン
会
場
を
各
地
区
で
持
ち
ま
わ
る

形
で
開
催
し
、
こ
こ
数
年
は
、
各
自
治
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
特
性
に
合
わ
せ
た

形
で
の
訓
練
を
実
施
し
、
結
果
報
告
を
受

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

防
災
訓
練
は
訓
練
を
通
し
て
、
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と

し
て
お
り
、
自
主
防
災
会
の
結
成
率
が
高

ま
る
な
ど
、
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の

問問答

と
考
え
て
い
る
。

	

障
が
い
福
祉
を
巡
る
課
題
に
つ
い
て
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
適
切
な

教
育
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
と
今
後
の
課

題
は
い
か
が
か
。

	

就
学
支
援
委
員
会
を
年
１
回
開
催
し
、

医
師
や
福
祉
、
医
療
の
担
当
課
か
ら
の
専

門
的
な
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
特
別
な
支

援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
状

況
に
つ
い
て
審
査
し
、
特
別
支
援
学
校
へ

の
就
学
、
特
別
支
援
学
級
の
在
席
な
ど
、

そ
の
児
童
に
対
し
て
適
正
な
教
育
の
場
の

提
供
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ

ア
に
対
応
す
る
看
護
師
配
置
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
等
障
が
い
の
程
度
に
対
応
す
る

環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
増
加
し
て
い

る
特
別
支
援
学
級
を
担
当
す
る
こ
と
が
で

き
る
教
員
の
確
保
や
専
門
性
を
高
め
る
研

修
と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め

る
。 問問答

共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

小杉　和也 議員

鈴木　一之 議員

共に支え合う教育の場（村上南小学校）

新村上総合病院への通院の足として期待される
「せなみ巡回バス」をノンステップバス（低床バス）に
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保育園のごちそうはおいしいよ！

未満児保育施設の建設が予定されている村上記念病院

小杉　武仁 議員

稲葉久美子 議員

	

地
震
被
害
へ
の
対
応
で
り

災
証
明
書
交
付
や
被
災
さ
れ
た

方
々
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

り
災
証
明
書
は
９
月
３
日

現
在
で
５
４
２
件
、
悩
み
ご
と

相
談
は
８
月
23
日
～
26
日
に
災

害
義
援
金
の
集
中
受
付
期
間
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
精
神

状
態
、
体
調
、
生
活
面
で
の
不

安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
・
実
態
に
合

わ
せ
て
保
健
師
等
の
戸
別
訪
問

や
健
康
教
育
、
健
康
相
談
会
な

ど
で
心
の
ケ
ア
に
対
応
し
て
い

く
。
ま
た
、
被
災
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
を

対
象
と
な
る
方
々
に
知
ら
せ
て

い
き
た
い
。

	

年
度
途
中
の
３
歳
未
満
児

の
保
育
園
入
園
と
保
育
料
無
料

化
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

	

入
園
を
希
望
す
る
児
童
は

問問答問問答

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
を

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
を

	
少
子
化
傾
向
が
今
後
も
続
き
、
子
育

て
を
巡
る
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
つ

つ
あ
る
中
、
子
ど
も
自
身
に
与
え
る
影
響

や
、
将
来
の
少
子
化
に
よ
る
社
会
へ
の
影

響
が
一
層
深
刻
化
し
、
本
市
に
お
い
て
も

既
に
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
、
結

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、環
境
を
整
え
る
必
要
性
を
感
じ
る
が
、

若
者
の
雇
用
環
境
の
安
定
、
早
急
な
保
育

園
の
整
備
・
拡
充
、
産
前
産
後
の
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス
等
を
強
化
す
る
充
実
策
は
。

	

本
市
の
平
成
29
年
の
人
口
千
人
当
た

り
の
婚
姻
件
数
の
割
合
は
３
・
０
と
な
っ

問問答

て
お
り
、
全
国
の
４
・
９
、
県
の
４
・
０

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
出

生
数
は
新
潟
県
人
口
移
動
調
査
の
資
料
で

は
、
平
成
20
年
度
で
３
８
２
人
と
な
っ
て

い
た
も
の
が
、
平
成
30
年
度
で
は
２
５
９

人
に
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
就
業
率
が
上
昇
し
て
い

る
中
、
０
歳
児
で
保
育
園
の
入
園
を
希
望

す
る
児
童
の
割
合
は
、
平
成
25
年
４
月
１

日
で
は
８
・
７
％
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

31
年
４
月
１
日
で
は
23
・
４
％
と
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
医
療
法
人
新
光
会
村
上
記

念
病
院
が
令
和
２
年
４
月
に
開
所
す
る
小

規
模
保
育
事
業
所
を
支
援
す
る
な
ど
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
環
境
整

備
や
保
育
士
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

依
然
と
し
て
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

８
月
末
現
在
で
16
人
。
特
定
の
保
育
園
を

希
望
し
て
い
る
た
め
入
園
を
待
っ
て
い
る
。

保
育
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
、
特
に
有
資
格
者
の
保
育
士
が
不
足

し
て
い
る
の
で
確
保
に
努
力
す
る
。

　

10
月
か
ら
始
ま
る
保
育
料
無
償
化
は
、

３
歳
児
以
上
児
全
員
と
、
３
歳
未
満
児
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
対
象
と
な
る
。
未

満
児
で
は
今
ま
で
ど
お
り
第
２
子
が
半
額
、

第
３
子
以
降
が
無
償
と
な
り
、
３
歳
以
上

児
が
保
育
料
は
無
料
に
な
る
が
、
給
食
費

を
含
む
副
食
費
が
４
５
０
０
円
徴
収
に
な

る
。

	

保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が
天
候
に
関

係
な
く
、
遊
ん
だ
り
交
流
で
き
る
施
設
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

	

子
育
て
中
の
保
護
者
の
要
望
は
非
常

に
多
い
。設
置
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

問問答

子育て支援の充実を子育て支援の充実を
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病院開院へ向け進捗は病院開院へ向け進捗は

	

新
村
上
総
合
病
院
の
開
院

に
向
け
、
上
下
水
道
の
整
備
計

画
は
。

	

水
道
施
設
は
、
重
要
給
水

施
設
管
路
と
し
て
、
複
数
の
配

水
系
統
か
ら
給
水
を
確
保
す
べ

く
、
愛
宕
山
配
水
系
お
よ
び
浦

田
山
配
水
系
か
ら
耐
震
管
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
現
在
市

が
整
備
中
の
「
地
区
幹
線
道

路
」
の
歩
道
部
に
新
た
に
配
水

管
を
敷
設
し
、
愛
宕
山
配
水
系

か
ら
の
給
水
を
確
保
す
る
ほ
か
、

浦
田
山
配
水
系
既
設
配
水
管
と

接
続
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
「
地
区

幹
線
道
路
」
お
よ
び
「
周
辺
道

路
」
に
下
水
道
本
管
が
既
に
整

備
さ
れ
て
建
設
敷
地
内
に
公
共

桝
を
設
置
し
、
下
水
道
本
管
へ

接
続
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

	

「
通
院
対
応
の
り
あ
い
タ

ク
シ
ー
」
の
村
上
総
合
病
院
へ

問問答問問

の
利
用
は
。

	

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
利
用
者
数
は
、

神
林
地
区
２
８
２
人
、
朝
日
地
区
４
０
６

人
、
瀬
波
地
区
は
３
９
９
人
で
あ
る
。

	

新
病
院
へ
行
く
た
め
の
交
通
手
段
は
。

	

岩
船
・
神
林
・
朝
日
・
山
北
方
面
の

路
線
バ
ス
は
バ
ス
事
業
者
に
病
院
経
由
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
通

院
対
応
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
も

移
転
後
の
新
病
院
を
乗
降
場
所
に
含
め
て

運
行
す
る
予
定
に
し
て
い
る
が
、
利
用
料

金
に
つ
い
て
は
再
設
定
が
必
要
に
な
る
。

	

通
院
を
主
と
し
た
高
齢
者
に
優
し
い

交
通
手
段
と
し
て
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

返
納
も
念
頭
に
、
小
型
バ
ス
で
一
つ
の
集

落
内
を
２
、
３
カ
所
停
車
す
る
よ
う
な
運

行
は
で
き
な
い
か
。

	

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
検
証
し
た
い
。

答問問答問問答

鈴木いせ子 議員

建設中の新村上総合病院

①　件名、要旨、請願（陳情）事項を記載してください。
②	　提出年月日、提出者の住所、氏名（法人の場合は、その名称、
代表者の職・氏名）を記載し押印してください。
③	　請願には、紹介議員１人以上の署名または記名押印が必要
です。
④	　陳情は、紹介議員の署名等の必要はありません。ただし、
陳情は議会の本会議での表決は行わず、所管常任委員会での
審査のみとなり、常任委員全員の了承で願意了承となります。
⑤	　請願・陳情は、随時提出可能ですが、年４回（３月、６月、
９月、12月）の各定例会で審査するために、定例会ごとに締
切日を設けています。
　【締 切 日】 定例会招集日の14日前（祝祭日の場合はその前日）

の正午まで
　【受付場所】 村上市役所４階　議会事務局（郵送でも可（締

切日必着））
⑥	　請願の審議結果については、はがきでお知らせします（陳
情の審査結果については、提出者が市内の方の場合、はがき
でお知らせします）。その他の方は、ホームページでご確認く
ださい。なお、会期中に結果を出さず、次の定例会まで継続
して審査する場合があります。

　市政に関する意見や要望があるときは、誰でも請願書や陳情書を市議会に提出することができます。
　提出された請願や陳情は、定例会ごとに開催する常任委員会で審査され、請願については最終的に本会議で議決さ
れます。
　市議会に請願や陳情を提出される方は、次の要領で提出してください。

請願・陳情の手続き
～提出締め切りは定例会初日の14日前です～

○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）の要旨

請願（陳情）事項
　1
　2
　3
　　　年　月　日
村上市議会議長　○○○○様
　　　　　　　郵便番号
　　　　　　　住所
　　　　　　　氏名　　　　　　　　印
※法人の場合は名称及び代表者の職・氏名
　　　　　　　連絡先（電話番号等）
※請願の場合は紹介議員
　　　　　　　署名または記名押印
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
鈴
木
い
せ
子 

○
小
杉　
武
仁

　
鈴
木　
好
彦 　
髙
田　
　
晃

　
小
杉　
和
也 　
板
垣　
一
徳

　
嵩
岡　
輝
夫 　
佐
藤　
重
陽

総
務
文
教

◆�

村
上
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て

	

防
火
対
象
物
の
消
防
用
設
備

等
の
違
反
と
違
反
内
容
の
公
表
と

は
。

	

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
施
設
等
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
や
屋
内
消
火
栓
設
備
、
自
動
火

災
報
知
設
備
の
違
反
と
い
っ
た
重

大
な
消
防
法
令
違
反
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
、
利
用
者
に
防
火

安
全
に
対
す
る
情
報
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

	

消
防
本
部
で
把
握
し
て
い
る

消
防
法
令
違
反
と
な
る
事
案
は
。

	

改
正
に
関
す
る
も
の
で
違
反

公
表
の
該
当
と
な
る
防
火
対
象
物

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問答問問答

防
火
対
策
の
充
実
に
向
け

防
火
対
策
の
充
実
に
向
け

◆�

村
上
市
消
防
団
の
設
置
、定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

	

関
係
法
令
整
備
に
よ
り
、
成

年
被
後
見
人
が
団
員
に
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
規
定
を
削
除
す
る
も

の
で
す
が
、
法
改
正
の
背
景
は
。

	
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
こ
と

が
理
由
で
、
不
当
に
差
別
さ
れ
な

問問答い
よ
う
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
は
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
国
的
に
成
年
被
後
見
人
で
あ
る

た
め
に
消
防
団
員
に
な
れ
な
か
っ

	

現
在
２
７
８
町
内
・
集
落
の

う
ち
、
認
可
地
縁
団
体
は
１
８
２

団
体
で
、
全
体
の
65
％
で
あ
り
、

残
り
は
法
人
化
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
町

内
・
集
落
の
法
人
化
に
向
け
て
、

市
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
歳
入
】

・
諸
収
入

	

給
食
用
の
岩
船
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
購
入
す
る
差
額
に
つ
い
て
、

答元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問農
協
か
ら
の
負
担
金
分
を
減
額
す

る
内
容
は
。

	

国
の
減
反
政
策
の
転
換
の
た

め
、
制
度
の
中
に
学
校
給
食
の
購

入
枠
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
廃
止

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
額
さ
れ

た
も
の
で
す
。

【
歳
出
】

・
教
育
費

	

教
育
費
全
般
に
時
間
外
勤
務

手
当
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
関
連
の
職

員
に
か
な
り
負
担
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
現
状
と
課
題
は
。

答問問

	

オ
ー
プ
ン
当
初
は
全
員
体
制

で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

か
ら
は
シ
フ
ト
制
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

で
他
県
か
ら
の
視
察
な
ど
の
対
応

も
多
く
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
に
係

る
職
員
の
負
担
割
合
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
課
全
体
で
協
力
体
制

を
万
全
に
し
て
取
り
組
み
、
負
担

軽
減
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

	

各
地
区
の
維
持
管
理
費
が
高

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
維
持
管

理
費
削
減
の
方
策
は
。

	

合
併
協
議
の
中
で
も
、
民
間

の
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か

な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
内
全

域
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
機
器
を
リ

ー
ス
に
切
り
替
え
る
な
ど
経
費
節

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
条
例
改
正　

１
件

◆
市
有
財
産
の
処
分　

１
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

３
件

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答30
年
度 

特
別
会
計
決
算

問問答30
年
度 

特
別
会
計
決
算

	

調
理
設
備
の
新
設
と
規
模
拡

大
に
よ
り
３
０
０
食
ま
で
供
給
で

き
、
来
年
４
月
に
給
食
供
給
開
始

と
な
り
ま
す
。調
理
業
務
体
制
は
、

実
績
を
踏
ま
え
精
査
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
段
階
で
す
。

◆
市
有
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

	

集
落
の
共
同
財
産
に
つ
い
て

は
、
集
落
が
法
人
化
（
認
可
地
縁

団
体
）
し
な
い
た
め
に
個
人
名
の

ま
ま
の
財
産
が
多
い
と
感
じ
ま
す

が
、
法
人
化
に
向
け
て
積
極
的
に

市
が
指
導
し
て
い
く
考
え
は
。

答問問 た
事
例
は
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆�

西
神
納
小
学
校
調
理
場
厨
房
機

器
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

	

指
名
競
争
入
札
の
参
加
状
況

は
。

	

16
社
を
指
名
し
、
２
社
が
辞

退
し
て
14
社
で
入
札
を
行
い
、
指

名
業
者
は
す
べ
て
市
内
業
者
と
な

り
ま
し
た
。

	

西
神
納
小
学
校
調
理
場
は
何

人
分
の
給
食
供
給
を
想
定
し
、
調

理
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
を
予
定

し
て
い
る
の
で
す
か
。

問問答問問

スプリンクラー屋内消火栓設備
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◎
渡
辺　
　
昌 

○
河
村　
幸
雄

　
尾
形　
修
平 　
大
滝　
国
吉

　
平
山　
　
耕 　
稲
葉
久
美
子

　
木
村　
貞
雄 　
長
谷
川　
孝

　
鈴
木　
一
之

市
民
厚
生

【
歳
入
】

・
市
税

	

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の

現
年
度
分
を
２
０
０
万
円
と
し
て

い
ま
す
が
、
台
数
の
見
込
み
は
。

	

２
０
０
台
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
今
年
10
月
か
ら
来
年
１
月
ま

で
の
分
と
し
て
、
昨
年
度
同
期
の

新
規
登
録
台
数
が
５
０
６
台
で
あ

り
、
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
と
、
そ
れ
に
伴
う

環
境
性
能
割
の
１
％
軽
減
、
令
和

２
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
が
非
課

税
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
非
課

税
車
両
が
多
く
な
る
と
予
想
さ

れ
、
前
年
度
同
期
の
台
数
に
０
・

４
を
掛
け
て
２
０
０
台
と
見
込
み

ま
し
た
。

【
歳
出
】

・
民
生
費

	

介
護
療
養
型
医
療
施
設
等
転

換
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
の
内

元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問答問問

ぱ
す
の
ー
と
の
活
用
を

ぱ
す
の
ー
と
の
活
用
を

容
は
。

	

村
上
記
念
病
院
か
ら
介
護
医

療
院
に
転
換
す
る
申
請
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
潟
県
の
要
綱
の
変
更

に
よ
り
補
助
率
が
高
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
１
床
あ
た
り
15
万
１
千

円
増
え
て
、
60
床
分
で
９
０
６
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

	

こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室

に
つ
い
て
、
相
談
件
数
が
増
加
し

て
も
職
員
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
か
。

	
今
年
度
、
職
員
を
増
員
し
て

い
ま
す
。
非
常
勤
特
別
職
２
人
と

相
談
員
３
人
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

答問問答相
談
員
の
補
助
が
１
人
か
ら
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

	

こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室

の
所
管
が
、
学
校
教
育
課
か
ら
こ

ど
も
課
に
替
わ
り
ま
し
た
が
、
発

達
障
害
に
つ
い
て
も
小
さ
い
頃
か

ら
継
続
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の

成
長
に
対
応
し
て
切
り
替
え
が
う

ま
く
い
く
よ
う
に
、
今
ま
で
以
上

に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
。

	

こ
ど
も
課
に
移
管
し
た
の
は
、

圧
倒
的
に
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に

問問答

の
子
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
の

か
を
協
議
し
な
が
ら
、
専
門
機
関

や
医
療
機
関
に
つ
な
ぐ
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
各
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
望
ま
し
い
支
援
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

	

被
保
護
世
帯
が
増
加
し
、
担

当
課
の
業
務
量
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
職
員
の
加
配
な
ど
体
制
を

整
え
な
い
と
職
員
一
人
に
係
る
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
他
課
も

含
め
て
、
市
の
考
え
は
。

	

業
務
量
は
全
体
的
に
膨
ら
ん

で
い
ま
す
。
適
切
な
人
員
配
置
に

問問答努
め
て
い
ま
す
が
、
課
に
よ
っ
て

は
い
ろ
い
ろ
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
総
務
課
と
も
よ
く
相
談
し
な

が
ら
、
職
員
一
人
一
人
に
過
度
な

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

	

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率

が
上
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、

毎
年
２
千
万
円
か
ら
３
千
万
円
の

不
納
欠
損
が
出
て
い
ま
す
が
、
時

効
と
な
る
ま
で
の
５
年
の
対
応
は
。

30
年
度　
特
別
会
計
決
算

問問

	

滞
納
者
に
は
納
期
限
20
日
後

に
督
促
状
を
送
付
、
そ
の
後
催
促

書
の
送
付
や
訪
問
催
告
を
行
い
、

納
付
相
談
等
が
な
い
場
合
に
は
財

産
調
査
に
よ
り
差
押
え
を
行
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
収
納
率
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

時
効
に
つ
い
て
は
、
分
納
し
て

も
追
い
付
か
な
い
状
況
も
あ
り
、

納
付
の
努
力
を
し
て
も
時
効
消
滅

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

	

要
介
護
３
以
上
の
方
が
年
々

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

	

介
護
予
防
事
業
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
で
行
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

◆
条
例
改
正　

２
件

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答問問答元
年
度　
特
別
会
計
補
正
予
算

30
年
度　
特
別
会
計
決
算

委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

お子さんの発達を記録する
相談支援ファイル「ぱすのーと」

対
す
る
相
談
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
で
す
。
ぱ
す
の
ー
と
を

活
用
し
な
が
ら
学
校
教
育
と
も
連

携
し
、
切
れ
目
の
な
い
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

	

こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室

に
登
録
し
て
い
る
方
が
多
数
あ
り

ま
す
が
、
限
ら
れ
た
日
程
で
の
相

談
と
な
り
ま
す
。
市
内
に
専
門
の

事
業
所
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ど
も

課
が
主
導
し
な
が
ら
そ
れ
ら
と
連

携
し
た
取
り
組
み
は
。

	

相
談
内
容
を
受
け
て
、
ど
の

専
門
の
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
そ

問問答

令和元年11月15日発行　第57号
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委
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審
査
報
告
⑶

◆�

村
上
市
公
共
下
水
道
村
上
浄
化

セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
工
事
委
託

に
関
す
る
協
定
締
結
に
つ
い
て

	

日
本
下
水
道
事
業
団
に
業
務

委
託
す
る
理
由
は
。

	

今
回
の
工
事
は
主
に
耐
震
、

電
気
、
機
械
工
事
で
あ
り
、
市
職

員
に
専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材

が
い
な
い
た
め
、
工
事
が
適
正
に

進
ん
で
い
る
か
な
ど
の
監
理
、
監

督
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、
施
設

を
動
か
し
な
が
ら
工
事
を
行
う
に

は
高
度
な
専
門
的
知
識
や
経
験
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の

工
事
経
験
が
豊
富
な
日
本
下
水
道

事
業
団
に
依
頼
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

	

日
本
下
水
道
事
業
団
に
は
、

各
種
研
修
制
度
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
人
材
育
成
の
た
め
、
市
職

員
の
研
修
へ
の
派
遣
状
況
は
。

	

研
修
に
は
毎
年
１
～
２
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
下
水
道

事
業
団
は
、
市
町
村
の
技
術
者
不

問問答問問答

市
の
将
来
に
向
け
職
員
育
成
を

市
の
将
来
に
向
け
職
員
育
成
を

足
を
補
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
の
で
、
研
修

等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
技
術
者

の
育
成
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

	

時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
６
月
18
日
の
地
震
災
害
の

た
め
に
追
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

	
災
害
復
旧
等
に
よ
り
既
決
予

算
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
今
後

30
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

問問答の
見
込
み
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

・
商
工
費

	

み
ど
り
の
里
経
費
の
工
事
請

負
費
３
２
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

多
目
的
ド
ー
ム
壁
面
扉
の
改
修
、

駐
車
場
の
マ
ン
ホ
ー
ル
破
損
、
ク

ー
ラ
ー
の
故
障
の
た
め
の
修
繕
費

用
に
、
源
泉
ポ
ン
プ
の
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
用
の
予
算
を
先
に
充
て
た

た
め
、
そ
の
分
を
計
上
し
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
支
出

の
仕
方
で
良
い
の
で
す
か
。

	

お
客
さ
ま
に
対
応
す
る
施
設

で
緊
急
対
応
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

問問答

	

６
月
18
日
の
地
震
で
修
繕
料

が
増
え
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
内

容
は
。

	

配
水
池
の
修
繕
を
含
め
、
ほ

と
ん
ど
が
給
水
管
の
修
繕
で
す
。

配
水
池
４
カ
所
、
そ
の
他
13
件
の

漏
水
修
繕
が
あ
り
、
合
計
で
３
１

８
万
２
千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

	

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
の
利
用
実
績
は
。

	

30
年
度
に
利
用
し
た
学
校
は

問問答30
年
度　
特
別
会
計
決
算

問問答15
校
で
、
延
べ
１
９
７
９
人
が
授

業
の
一
環
と
し
て
、
県
の
補
助
を

受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

	

廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
約
１

１
０
０
万
円
は
、
市
ご
み
処
理
場

で
の
焼
却
処
理
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
汚
泥
等
収
集
運
搬
・
処
分
業

務
委
託
料
約
７
２
０
０
万
円
の
内

容
は
。

	

市
ご
み
処
理
場
で
処
理
し
き

れ
な
か
っ
た
分
を
、
新
潟
な
ど
に

運
搬
し
処
分
し
て
い
る
も
の
で
、

問問答

そ
の
運
搬
処
理
費
用
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定　

１
件

◆
条
例
改
正　

１
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

１
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

30
年
度　
特
別
会
計
補
正
予
算

30
年
度　
特
別
会
計
決
算

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
制
度
を
見
直
し
、
施
設
の
管

理
運
営
は
指
定
管
理
者
と
し
、
維

持
修
繕
は
市
が
行
う
べ
き
で
は
。

	
朝
日
み
ど
り
の
里
の
修
繕
費

に
つ
い
て
は
、
一
定
額
を
指
定
管

理
料
に
見
込
ん
で
お
り
、
年
度
精

算
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
他

の
施
設
も
含
め
、
指
定
管
理
制
度

に
つ
い
て
今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

答30
年
度　
特
別
会
計
補
正
予
算

や
む
を
得
ず
既
決
予
算
で
対
応
し

た
も
の
で
す
。

	

議
会
で
源
泉
ポ
ン
プ
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
用
の
予
算
と
し
て
可

決
し
た
予
算
で
す
。
危
険
性
が
あ

り
放
っ
て
お
け
な
い
よ
う
な
場
合

は
、
専
決
補
正
で
対
応
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	

今
回
の
支
出
に
つ
い
て
は
、

企
画
財
政
課
と
対
応
に
つ
い
て
協

議
し
、
執
行
し
た
も
の
で
す
。

	

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
50

万
円
以
下
は
指
定
管
理
者
が
負
担

し
、
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
市

問問答問問

◎
川
村　
敏
晴 

○
小
田　
信
人

　
川
崎　
健
二 　
山
田　
　
勉

　
本
間　
善
和 　
竹
内
喜
代
嗣

　
小
林　
重
平 　
大
滝　
久
志

経
済
建
設

改築更新工事が行われる村上浄化センター（瀬波温泉一丁目）

令和元年11月15日発行　第57号

（ ）14むらかみ市議会だより



第
３
回
定
例
会	

議
決
結
果
⑴

　令和元年第３回定例会が、９月３日から30日までの28日間の会期で開催され、市長提案43件、
議会側提案の議員発議３件を議決し、閉会しました。

令和元年 第3回定例会 議決結果

議案審議結果議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議員発議
第９号

地方交付税の確実な配分を求める意見
書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第10号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
けて、私立高等学校への私学助成の充
実を求める意見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議員発議
第11号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
けて、私立高等学校への私学助成の充
実を求める意見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議第97号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（佐藤　八重子：再任）

原案
同意

全会
一致

議第98号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（松井　良明：再任）

原案
同意

全会
一致

議第99号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（和田　壽久：再任）

原案
同意

全会
一致

議第100号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（加藤　正志：再任）

原案
同意

全会
一致

議第101号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（相馬　由紀子：新任）

原案
同意

全会
一致

議第102号 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（菅原　千鶴子：新任）

原案
同意

全会
一致

議第103号
専決処分の承認を求めることについて
（専第24号　令和元年度村上市一般会
計補正予算（第６号））

承認 全会
一致

議第104号 村上市火災予防条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第105号 村上市消防手数料条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第106号
村上市消防団の設置、定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第107号 西神納小学校調理場厨房機器購入契約
の締結について

原案
可決

全会
一致

議第108号 市有財産の譲与について（荒川松山区
原野）

原案
可決

全会
一致

議第109号 市有財産の処分について（村上市府屋
字漆沢）

原案
可決

全会
一致

議第110号 公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（温出地域農村研修センター）

原案
可決

全会
一致

議第111号 公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（府屋駅前ふれあいセンター）

原案
可決

全会
一致

議第112号 公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（小俣集落センター）

原案
可決

全会
一致

議第113号
村上市子どものための教育・保育給付
に係る利用者負担額に関する条例の一
部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議第114号 村上市印鑑条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第115号 市道路線の認定について 原案
可決

全会
一致

議第116号 村上市上水道条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第117号
村上市公共下水道村上浄化センター改
築更新工事委託に関する協定の締結に
ついて

原案
可決

全会
一致

議第118号 公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（町家広場）

原案
可決

全会
一致

議第119号 令和元年度村上市一般会計補正予算（第
７号）

原案
可決

全会
一致

議第120号 令和元年度村上市介護保険特別会計補
正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第121号 令和元年度村上市下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第122号 令和元年度村上市簡易水道事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第123号 平成30年度村上市一般会計歳入歳出決
算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第124号 平成30年度村上市土地取得特別会計歳
入歳出決算認定について

原案
認定

全会
一致

議第125号 平成30年度村上市情報通信事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

全会
一致

議第126号 平成30年度村上市蒲萄スキー場特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

全会
一致

議第127号 平成30年度村上市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第128号 平成30年度村上市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第129号 平成30年度村上市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第130号 平成30年度村上市下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第131号 平成30年度村上市集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第132号 平成30年度村上市簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について

原案
認定

賛成
多数

議第133号 平成30年度村上市上水道事業会計決算
認定について

原案
認定

賛成
多数

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

令和元年11月15日発行　第57号

（ ）15 むらかみ市議会だより
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回
定
例
会	

議
決
結
果
⑵

意 見 書

以上の意見書が第３回定例会で可決され、関係行政庁に送付されました。

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所管委員会 審査結果

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私
立高等学校への私学助成の充実を求める意見書」
の採択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
　会長　中村　直美

総 務 文 教
常任委員会 願意了承

※陳情は所管常任委員会の協議会で審査され、常任委員全員の了承で、願意了承となります。

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 高志会 市政クラブ 日本共産党 賛否
結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※１ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊
賛　
　

成

反　
　

対

板
垣　

一
徳

渡
辺　
　

昌

大
滝　

国
吉

小
田　

信
人

鈴
木
い
せ
子

本
間　

善
和

河
村　

幸
雄

長
谷
川　

孝

大
滝　

久
志

山
田　
　

勉

佐
藤　

重
陽

木
村　

貞
雄

川
崎　

健
二

平
山　
　

耕

三
田　

敏
秋

小
林　

重
平

鈴
木　

好
彦

尾
形　

修
平

小
杉　

武
仁

鈴
木　

一
之

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

竹
内
喜
代
嗣

稲
葉
久
美
子

髙
田　
　

晃

嵩
岡　

輝
夫

議第116号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第123号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第127号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第128号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第129号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第130号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第131号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第132号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
議第133号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※２ × ○ ○ 22 1
※１　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※２　欠席したため表決に参加しませんでした。

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

◉地方交付税の確実な配分を求める意見書
◉学費と教育条件の公私間格差是正に向けて、私立高等学校への私学助成の充実を求める意見書

各議員の賛否各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた等の網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。

人権擁護委員が決まりました
次の方が議会で同意されました。（任期：令和２年４月１日～５年３月31日）

佐
さ

藤
とう

八
や

重
え

子
こ

 氏
（村上地区・再任）

松
まつ

井
い

　良
よし

明
あき

 氏
（神林地区・再任）

和
わ

田
だ

　壽
とし

久
ひさ

 氏
（朝日地区・再任）

加
か

藤
とう

　正
まさ

志
し

 氏
（山北地区・再任）

相
そう

馬
ま

由
ゆ

紀
き

子
こ

 氏
（朝日地区・新任）

菅
すが

原
わら

千
ち

鶴
づ

子
こ

 氏
（山北地区・新任）

人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定により、市長の推薦、市議会の同意を経て法務大臣から委嘱されています。
法務局と連携して主に次の活動を行っています。
　・人権相談を受け、問題解決のお手伝いをする。
　・人権侵害による被害者を救済する。
　・地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行う。
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議
会
の
取
り
組
み

姉妹都市「鯖江市議会」との交流会姉妹都市「鯖江市議会」との交流会
～鯖江市議会が村上市を訪問～～鯖江市議会が村上市を訪問～

　10月15、16日、姉妹都市である福井県鯖江市の議会議員
12人が本市を訪問し、本市議会議員との交流を行いました。
　鯖江市は、福井県嶺

れいほく

北地方の中央部に位置し「めがねの
まち」として広く知られていますが、人口は今年10月１日
現在で６万９千人を超えており、多くの地方都市が人口減
少する中、人口が増加している市としても全国から注目さ
れています。
　享保５年（1720）に、村上藩主間

まなべあきふさ

部詮房の死後、家督を
継いだ実弟詮

あき	とき

言が５万石で所替えを命ぜられ、初代鯖江藩
主となったという歴史的に密接なご縁があることから、昭
和56年に旧村上市と鯖江市が姉妹都市を締結し、以来、議
会同士もお互いの市を訪問するなど交流を深めてきました。
　鯖江市議会の訪問は平成27年以来となるもので、今回が
31回目の交流事業となり、それぞれの市の現状や取り組み
について情報を交換したほか、間部家ゆかりの浄念寺や町
屋の屏風まつり、市スケートパークなどの視察を行いました。
　今後も、このご縁が両市の発展につながるよう交流を続
けていきたいと考えています。

「鯖江」の名前の由来

世界に誇る“ものづくり”のまち「鯖江」

姉妹都市・災害時相互応援協定の締結
　今から約2000年前、10代崇神天皇の時代に四道
将軍の一人大彦命が北陸道賊徒討伐に巡行されま
した。賊徒は神矢によって倒れ、その矢が鯖の尾
に似ているところから地名を「鯖矢」と呼び、後
に転訛して「鯖江」になったと伝えられています。
（「舟津社記」）

　鯖江市は、チタンなどの金属加工技術をもとに
全国シェア９割、世界シェア２割を占め、イタリア、
中国とともに世界三大産地の一つである“眼鏡産業”、
国内合繊織物の主産地である “繊維産業”、1500年
の歴史を有し国内のレストランや学校などで使用
されている業務用漆器の８割以上のシェアを占め
る “漆器産業” という三大地場産業と、近年はＩＴ
産業などの産業が集積した “ものづくり” のまちと
して知られています。

　昭和56年３月10日、旧村上市議会において「議
第３号　姉妹都市の締結について」の議案が提案
され、同日原案のとおり可決されました。
　鯖江市、村上市姉妹都市盟約調印式は、昭和56
年５月３日、鯖江市役所で行われました。
　以降、市町村合併後も姉妹都市を継続し、平成
29年10月13日、鯖江市役所において災害時相互応
援協定を締結しました。

市役所玄関前で集合写真

間部家ゆかりの浄念寺を参拝

議第３号
姉妹都市の締結について

　村上市と福井県鯖江市は、歴史的に密接な関係
にあることを機縁として、親善友好のきずなを深
め、もって両市の発展を期するため、姉妹都市の
締結をする。
　　昭和56年３月10日提出
　　　　村　上　市　長　　渡　辺　正　重
　　昭和56年３月10日議決
　　　　村上市議会議長　　高　橋　亦　一
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議
会
の
取
り
組
み

　

８
月
23
日
、
村
上
市
議
会
・
鶴
岡
市
議

会
の
両
高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会
が

合
同
で
、「
朝
日
温
海
道
路
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
演
題

に
、
新
潟
国
道
事
務
所
長	
田
中	
創
氏
、

羽
越
河
川
国
道
事
務
所
長	

渡
辺
隆
幸
氏
、

酒
田
河
川
国
道
事
務
所
長	

菅	

太
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
鶴
岡
市
議
会
と
の
合
同
研
修
会

は
、
平
成
24
年
６
月
、
平
成
26
年
５
月
に

続
い
て
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

　

さ
て
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

（
日
沿
道
）
は
、
新
潟
県
・
山
形
県
・
秋

田
県
の
主
要
都
市
を
結
び
青
森
県
に
至
る

延
長
３
２
２
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で

す
。
こ
の
区
間
で
未
開
通
と
な
っ
て
い
る

朝
日
ま
ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
～
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ

間
約
40
・
８
㎞
の
現
在
の
工
事
進
捗
状
況

は
、
大
須
戸
１
号
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
、

延
長
１
０
０
７
ｍ
の
う
ち
約
９
０
０
ｍ
の

掘
削
が
進
み
、
令
和
２
年
３
月
18
日
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
海
地

区
で
は
、
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
か
ら
鼠
ヶ
関

Ｉ
Ｃ
に
向
け
て
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
工
事
と
し
て
、
大
沢

地
内
の
第
４
号
ト
ン
ネ
ル
と
府
屋
地
内
の

第
11
号
ト
ン
ネ
ル
に
着
手
す
る
ほ
か
、
鼠

ヶ
関
地
内
か
ら
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
に
向
け

て
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
も
着
手
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

両
県
の
観
光
・
産
業
の
振
興
に
よ
る
経

済
活
性
化
の
た
め
に
も
一
日
も
早
い
全
線

開
通
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

（
高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会

	

副
委
員
長　

本
間	

善
和
）

高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会
研
修
会

高
速
交
通
等
対
策
特
別
委
員
会
研
修
会

日
沿
道
延
伸

日
沿
道
延
伸  

ト
ン
ネ
ル
掘
削
進
む

ト
ン
ネ
ル
掘
削
進
む

■令和元年度 事業実施内容  ※出典：国土交通省資料令和元年度 事業実施内容
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閉
会
中
事
務
調
査

委 員 会 調 査 日 場　　　　所 調　　査　　内　　容

総務文教常任委員会
経済建設常任委員会
（合同調査）

８月26日 山北総合体育館
山北学校給食共同調理場

山形県沖を震源とする地震に係る被害状況に
ついて

市民厚生常任委員会 ８月26日
朝日学童保育所
保内学童保育所
神林学童保育所

学童保育所の現状と今後の課題について

総
務
文
教
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
合
同
）

　
　
公
共
施
設
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

　
　
公
共
施
設
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

所
に
お
い
て
損
傷
も
激
し
く
、
山

北
総
合
体
育
館
で
は
メ
イ
ン
フ
ロ

ア
の
天
井
パ
ネ
ル
が
落
下
し
、
照

明
器
具
も
落
下
し
て
い
る
状
況
で

し
た
。
安
全
に
使
用
で
き
る
状
態

に
戻
す
に
は
補
強
工
事
が
必
要
と

な
り
、
耐
震
に
対
応
す
る
落
下
防

止
策
を
万
全
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

山
北
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

施
設
内
部
は
、
調
理
場
の
空
調
関

連
の
器
具
が
落
ち
、
配
管
接
続
部

の
漏
水
、
壁
や
天
井
に
ひ
び
割
れ

が
生
じ
る
な
ど
、
衛
生
状
態
も
担

保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
全

面
に
わ
た
り
内
装
部
分
の
修
繕
が

必
要
で
し
た
。

　

多
く
の
建
物
や
生
活
イ
ン
フ
ラ

に
も
大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
事
を

改
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
わ
け

で
す
が
、災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、

行
政
と
地
域
が
連
携
を
図
り
、
一

体
的
に
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
に
発
生
し
た
山
形
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、

市
民
生
活
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま

に
は
、
改
め
て
心
か
ら
の
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
震
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
山
北
地
区
の
山
北
総
合
体

育
館
と
山
北
学
校
給
食
共
同
調
理

場
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
耐
震
設
計
の
建
物
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
外
観
は
震
度
６
強
に
も

耐
え
、
最
小
限
の
被
害
で
あ
っ
た

こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
内
部
で
は
各

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

保
育
環
境
の
充
実
を

保
育
環
境
の
充
実
を

　

い
ず
れ
の
学
童
保
育
所
も
利
用

者
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
手
狭
と

な
っ
た
施
設
へ
の
対
応
な
ど
計
画

的
な
施
設
改
善
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

発
達
障
が
い
児
に
つ
い
て
は
、

支
援
員
の
増
員
や
学
校
と
の
情
報

共
有
に
よ
り
に
し
っ
か
り
と
対
応

す
る
こ
と
、
ま
た
通
所
体
制
に
つ

い
て
は
、
行
政
・
学
校
・
保
護
者

の
連
携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
、

現
場
に
焦
点
を
当
て
学
童
保
育
所

の
運
営
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

市議会では、定例会の会
期が終了すると各常任委
員会に分かれ、行政課題
など各所管事項について
調査しています。

市政をチェック   !
閉会中事務調査
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行

第
57号

む
ら
か
み
市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り

イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

11月19日㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

12月３日㈫ 定例会初日（本会議）

５日㈭,６日㈮
９日㈪,10日㈫ 一般質問（本会議）

11日㈬ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

12日㈭ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

13日㈮ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

17日㈫ 一般会計予算・決算審査特別委員会

20日㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

令和元年
第４回定例会のお知らせ（予定）

　９月３日、村上市議会議員全員が「震災復興ＰＲポ
ロシャツ」を着用し、９月議会初日に臨みました。
　これは、６月18日に発生した山形県沖を震源とする
地震被害に対し、市が全力を挙げて対策を講じている
中、議会としても一日も早い復旧・復興と、影響を受
けている市内経済の早期復興に向けて、市民の皆さま
とともに一丸となって取り組んでいくことを内外に示
すため、村上市議会観光振興議員連盟（全議員が加盟）
の取り組みとして行われました。

ＰＲポロシャツ着用し復興を願う
R1.9.3

最高の笑顔が見たい！

　　　　鈴
すず

木
き

　奈
な

津
つ

紀
き

さん（左）

　　　　鈴
すず

木
き

　みゆきさん（右）
（中　原）

　朝日地区では比較的大きな中原集落に暮らし、
先輩の皆さんと同じように活動できるまでには
いろいろと大変なことがありましたが、集落の
皆さんの喜ぶ笑顔が励みとなり日々過ごしてい
ます。
　中原集落ではさまざまな行事が行われていま
す。特に、今年で42回を数えた集落の大運動会
は、中止の年もありましたので約45、６年前か
ら始まったと思われます。高根川の河川敷で行
われたのが始まりだそうですが、今では、集落
センター前の広場で行っています。
　開会式、ラジオ体操に続き、全員参加のジャ
ンケン大会や、乳幼児と保育園児が参加する吊

り下げたお菓子を取る競技、玉入れ、ジュース
入れ等の組対抗の競技など、２、３歳の子ども
から80歳以上の高齢者まで参加できるように内
容を工夫し、また、競技の道具作りや準備、賞
品の手配や仕分けなど、集落の皆さんが心から
楽しみ喜んでもらえるよう精一杯準備してきま
した。
　運動会のほかにも、集落内の清掃や敬老会な
どさまざまな行事が行われています。各種行事
を通じて集落の誇りと絆が深まり、和気あいあ
いと楽しく、そして皆さんの最高の笑顔のため、
これからも集落行事を支えていきたいと思います。
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